
　７月６日の雲部地区総合防災訓練は、丹波篠山市から加東市に伸び
る御所谷断層を震源とする震度６弱の地震が発生したとの想定で行
い、それぞれの地区から約160人、市役所をはじめ消防本部、消防
団、警察、自衛隊など総勢約250人が参加しました。
　雲部地区ではこれまで大きな災害はありませんでしたが、地震はい
つ起きてもおかしくありません。今回の防災訓練を通じて、共助の大
切さを共有でき、地域の危機管理意識を高められたのではないかと思
います。今後は、避難訓練を一過性のものとして終わらせるのではな
く、さまざまな防災の取り組みをそれぞれの自治会で実践してほしい
と思います。

　黒田地区では、防災意識を身に付けるために、段階
を踏んで訓練を行っています。昨年度に実施した「誰
ひとり取り残さない避難訓練」では、住民の方に放送
やLINEで災害情報を伝え、近所で声を掛け合いながら
公民館への避難を行ったり、公民館では防災本部を設
置したりするなど、現実に即した訓練としました。訓
練を通して、避難手順を確認できたことは良い機会に
なったと思います。今年度は、次の段階に移り、自治
会員が指定避難所である小学校に避難した場合の訓練
に取り組んでいきたいと思います。

　災害時の備えとして活用するため、平成23年に地
域のみんなで話し合いながら、「いのちを守る防災マ
ップづくり」に取り組みました。しかし、地域の状
況も変わってきたため、令和７年２月に最新の情報
に更新し、全戸に配布しました。近年、想像を超え
る自然災害が各地で発生しています。この防災マッ
プが地域の安全安心につなげられればと思います。
災害はいつ発生するか分かりませんので、今後は、
防災体験学習会の開催などを検討していきたいと思
います。

災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
震
度
７
を
記

録
し
た
北
淡
町
（
淡
路
市
）。
多
く
の

人
が
倒
壊
家
屋
の
下
に
閉
じ
込
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
近
隣
住
民
が
お
互
い
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
生
き
埋
め
に

な
っ
て
い
た
人
の
位
置
を
推
定
で
き
た

こ
と
で
、
迅
速
な
救
助
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。結
果
、生
き
埋
め
に
な
っ

て
い
た
約
３
０
０
人
を
全
員
救
出
。
地

震
発
生
当
日
の
午
後
５
時
に
は
行
方 

不
明
者
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い 

ま
す
。

　

丹
波
篠
山
市
で
も
、
記
憶
に
留
め
た

い
事
例
が
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
７
月

に
発
生
し
た
山
内
町
の
大
規
模
建
物
火

災
で
は
、
地
元
住
民
作
成
の
家
族
構
成

な
ど
が
記
さ
れ
た
「
地
図
」
に
よ
る
安

否
確
認
や
近
隣
住
民
の
声
掛
け
に
よ

り
、
救
助
活
動
が
迅
速
に
進
み
ま
し

た
。
結
果
、
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
地
域
の
き
ず
な
と
情
報
の
共

有
が
、
早
期
の
救
助
に
つ
な
が
っ
た
の

で
す
。

「
共
助
」
は
日
々
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

　

７
月
６
日
に
雲
部
地
区
で
実
施
し
た

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
こ
う
べ
防
災
サ

ポ
ー
ト
代
表
で
防
災
士
の
高た

か

橋は
し

実み

芳ほ

子こ

さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
特
に
強
調
さ
れ
た
の
が
地
域
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。「
私
が

体
験
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と

き
、
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
て
、地
域
内
で
の
共
助
（
相
互
支
援
）

が
本
当
に
不
可
欠
で
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
顔
の
見
え
る
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
、〝
挨
拶
〟
を

す
る
だ
け
で
も
防
災
・
減
災
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま 

し
た
。

　

今
、
丹
波
篠
山
市
で
も
、「
家
庭
や

地
域
で
で
き
る
備
え
」
へ
の
取
り
組
み

を
啓
発
し
て
い
ま
す
。
挨
拶
が
共
助
の

輪
を
育
ん
で
い
く
の
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
、
備
え
の
１
つ
に
挨
拶
を
加
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
！

　

丹
波
篠
山
市
で
は
、
地
域
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
と
減
災
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
住
民
参
加
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
自
治
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
「
い
の

ち
を
守
る
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
平

成
21
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
１
７
０
の
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
し
て
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

住
民
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
で
、
防

災
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。
住
民
学
習
の

自
主
学
習
と
し
て
も
設
定
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
作
成
さ
れ
た
マ
ッ
プ
の

見
直
し
や
地
図
情
報
の
更
新
も
可
能 

で
す
。

高
め
よ
う
！

地
域
の
防
災
力

　今年は、阪神・淡路大震災から30年、城崎温泉周辺が大きな被害を受けた
北但大震災から100年の節目にあたります。いずれの震災も、地域の共助が
人命救助や避難支援への大きなチカラとなりました。
　今回は、災害を未然に防ぐ、地域の防災・減災について考えてみましょう。

問い合わせ　市民安全課☎552-1116

INTERVIEW
【大山新地区】　中

な か

澤
ざ わ

吉
よ し

富
と み

自治会長【黒田地区】　北
き た

山
や ま

透
とおる

自治会長

地域の防災力を高めるための活動を紹介します　

雲部地区総合防災訓練実行委員会
山
や ま

田
だ

俊
と し

朗
ろ う

委員長

備える防災
　過去の災害を知ること、災害の教訓を次の世代に伝えることも「備
え」のひとつ。８月３０日から９月５日までは防災週間です。この
機会に、「災害への備え」について家族で話し合ってみましょう。

年月日 原因 市内（多紀郡内）の被害状況等

1959(昭和34)
9.26

台風15号
(伊勢湾台風)

死 者2人、重 軽 傷3人。全 半 壊36戸、浸 水
4,082戸。篠山線で道床流失。道路、橋梁、
河川、農作物の被害甚大。

1963(昭和38)
1.6～8 豪雪

平地で40㎝、山間部で100㎝の積雪。交通・
通信は全て機能せず。氷点下10℃の寒波も続
き水道管の被害甚大。

1972(昭和47)
9.16～17 台風20号

死者1人。半壊3戸、浸水1,127戸。道路、橋
梁、河川、農作物の被害甚大。交通は機能せ
ず。

1983(昭和58)
9.24～29 台風10号 全半壊5棟、浸水900戸。道路、橋梁、河川、

農作物の被害甚大。交通は機能せず。
1996(平成8)

8.28 豪雨 重軽傷3人。全半壊14棟、浸水338戸。土砂
崩れにより舞鶴若狭道が通行止め。

2013(平成25)
9.16 台風18号 全壊2棟、浸水75戸、住宅地の内水氾濫が発

生。道路、河川、農業施設の被害多数。

2018(平成30)
7.5～8 豪雨

損壊4棟、浸水29棟。後川観測所で積算雨量
506.5mmを記録し、丹波篠山市で初めて特
別警報が発表された。

歴史を知ることも「備え」

いのちを守る防災マップづくりいのちを守る防災マップづくり

誰ひとり取り残さない避難訓練誰ひとり取り残さない避難訓練

雲部地区総合防災訓練雲部地区総合防災訓練

雲部地区総合防災訓練雲部地区総合防災訓練
(防災士・高橋実芳子さんの講演会)(防災士・高橋実芳子さんの講演会)
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み
ん
な
で

み
ん
な
で
気気
づ
き
、

づ
き
、

み
ん
な
で

み
ん
な
で
支支
え
合
う
認
知
症

え
合
う
認
知
症

認
知
症
は
「
自
分
ご
と
」

　
認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
の
動

き
が
低
下
し
、
今
ま
で
当
た
り
前
に
し
て
き

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
日
常
生
活

に
支
障
を
来
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
時

代
。
ま
た
、
65
歳
未
満
で
発
症
す
る
「
若
年

性
認
知
症
」
は
、
発
症
年
齢
が
平
均
54
歳
と

若
く
、
認
知
症
は
誰
に
で
も
な
り
得
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
か
の
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
ご
と
と
し
て
認
知
症
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
気
づ
き
」
が
早
期
発
見
へ

　

市
で
は
、「
気
づ
き
シ
ー
ト
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
最
近
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る
シ
ー
ト
で
す
。
本

人
に
限
ら
ず
、
家
族
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
記
入
し
た
シ
ー
ト
を
か
か
り
つ
け
医
や
相

談
窓
口
に
持
参
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的

に
症
状
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
進
行
具
合

も
分
か
り
ま
す
。

　
「
気
づ
き
シ
ー
ト
」
は
、
関
係
機
関
へ
つ

な
ぐ
切
符
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ 

さ
い
。

　
９
月
21
日
は
「
認
知
症
の
日
」
で
す
。

　

早
期
発
見
に
よ
っ
て
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
認
知
症
。
丹
波
篠
山
市
で
は
、
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、「
認
知
症
か
も
」
と
い
う
初
期
段
階
で
の

サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
「
も
し
か
し
て
…
」
と
い
う
気
づ
き

が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。	

　

 

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
☎
５
５
２
ー
５
３
４
６

市の
相談窓口

を利用された方の声

相談して安心できた

　元気でしっかり者の祖母。同じこと
を聞いてくることが多くなり、「もし
かして」と感じて、市が行っている

「高齢者こころの相談」へ行きました。
そこには医療関係者もおられたので、
安心して相談することができました。
祖母は病気知らずな人で、かかりつけ
医と言えるような病院がなかったので
すが、相談へ行った際に医療機関へつ
ないでいただき受診。認知症と診断を
受けましたが、早めに相談したことで
軽度の段階でした。今後は少しでも進
行を遅らせるために、家族でサポート
していきたいです。

9月9月はは「みんなで認知症「みんなで認知症
を考える月間」を考える月間」ですです

　認知症への関心や理解を深めるために、市では
さまざまな取り組みを推進しています。みんなで

「認知症と共に笑顔で暮らせるまち」にするため
に、自分たちにできることを一緒に考えましょう。

■市役所庁舎をオレンジ色にライトアップ
　期　間　９月19日(金)～26日（金）

■�丹波篠山つながろうフェスタ2025(第26回 丹
波篠山市社会福祉大会)でVRを使った認知機
能セルフチェッカーの体験ブースを開設

　と　き　９月21日(日)10:00～15:00
　場　所　四季の森生涯学習センター

■�市役所・公共機関・民間事業所等の窓口を
　オレンジ色に装飾、チラシ配置による啓発
　期　間　９月１日(月)～30日（火）

■商業施設での街頭キャンペーンの実施
　と　き　９月６日(土)

■市内高等学校の取り組み
篠山鳳鳴高校 認知症サポーター養成講座受講、

街頭キャンペーンへの協力篠山産業高校

篠山東雲高校 認知症サポーター養成講座受講、
マリーゴールド栽培

丹波篠山市の認知症に関する制度に
ついては、右記二次元コードをご覧
ください

市内で行う取り組み

●
ホ
ッ
と
・
ひ
と
い
き
カ
フ
ェ

　
日
　
時
　
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分　
　

　
場
　
所
　
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
１
０
０
円 

●
た
き
た
き
カ
フ
ェ

　
日
　
時
　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
場
　
所
　
東
雲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
１
０
０
円 

●
カ
フ
ェ
や
す
ら
ぎ

　
日
　
時
　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分　
　
　

　
場
　
所
　
古
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
１
０
０
円

●
り
ん
ご
カ
フ
ェ

　
日
　
時
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
場
　
所
　
西
紀
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
２
０
０
円

●
か
や
の
み
カ
フ
ェ

　
日
　
時
　
奇
数
月
第
4
日
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時　
　
　
　

　
場
　
所
　�

日
置
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
参
加
費
　
１
０
０
円 

●
き
く
・
か
た
る
寺
カ
フ
ェ

　
日
　
時
　
毎
月
第
4
月
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分　
　
　
　

　
場
　
所
　
大
國
寺　

　
参
加
費
　

2
０
０
円 

　認知症は早期発見によって、薬の内服や生
活習慣病を予防することで、進行を遅らせる
ことができます。また、早期の認知症と診断
された本人が今後、どのような治療やサポー
トを希望するかを家族、医療、介護関係者な
どを交えて、相談しておくことも大切です。
現在、認知症の患者数は軽度認知障害の方を
含めると、我が国ではおよそ1,000万人と言
われています。誰もが通るかもしれない道。
気になることがあれば、医療機関や相談窓口
に気軽にご相談ください。

早期発見の大切さ

丹波篠山市認知症対策会議委員
あしだ内科医院  院長

芦
あ し

田
だ

定
さだむ

さん

講座時間＝90分程度
対象＝５人以上の集まり
★市内どこへでも出張！

　認知症サポーターとは、認知症について正しく
理解し、認知症の方やその家族を温かく見守る応
援者として、自分のできる範囲で行動する人です。
　誰かのためだけでなく、自分や家族のためにも
学んでみませんか。

認知症サポーター養成講座
認知症に関する相談窓口

・もの忘れ相談センター
　市役所 第２庁舎 長寿福祉課内	 ☎552-5346
・高齢者こころの相談【長寿福祉課へ要予約】
　丹波篠山市民センター
・西部地域包括支援センター(西紀・丹南・今田)
　丹南健康福祉センター内	 ☎594-3776
・東部地域包括支援センター(篠山・城東・多紀)
　城東公民館内	 ☎556-2340

月～金曜日 8:30〜17:15 ※祝日、年末年始を除く。
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